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公
約
に
よ
る
政
策
の
推
進

　
公
約
と
し
て
掲
げ
た
６
項
目

の
柱
に
基
づ
き
、
次
の
政
策
を

推
進
し
ま
す
。

　
　
地
域
の
活
性
化
に
よ
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
こ
れ
ま
で
も
、
高
速
道
路
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
2
か
所
を

有
す
る
な
ど“

地
の
利 

を
活
か

し
て
、
工
業
団
地
の
造
成
、
企

業
の
誘
致
、
留
置
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
昨
年
10
月
に
は
、

県
と
と
も
に
誘
致
を
進
め
て
き

た「
会
員
制
ス
ー
パ
ー
コ
ス
ト

コ
」の
出
店
方
針
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
市
内

外
か
ら
の
誘
客
や
雇
用
創
出
、

若
年
層
を
中
心
と
す
る
地
元
定

着
な
ど
、
本
市
の「
伸
び
し
ろ
」

を
活
か
し
、
更
な
る
発
展
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
重
信
川
河
川
敷
で

整
備
を
進
め
て
い
る「
東
温
ス

ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド“

C
R
O

×

S
P
O
東
温 

」は
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
拠
点
施
設
の
建
築
工
事

な
ど
、
引
き
続
き
来
年
の
全
面

オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
整
備
を
進

“

“

め
、
交
流
人
口
増
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
　
市
民
の
声
を
大
切
に
す
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
就
任
以
来
、
市
民
の
声
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り

の
原
点
と
考
え
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
各
自
治
会
、
各

種
団
体
や
小
、
中
学
生
な
ど
、

約
２
，
７
０
０
人
の
ご
参
加
を

得
て
、
貴
重
な
声
を
お
聴
き
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
地
域
の
課

題
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

た
め
、
直
接
対
話
す
る
機
会
を

大
切
に
し
、
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
健
康
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的

に
健
康
へ
の
関
心
を
高
め
る
取

組
と
し
て
、
医
師
会
や
歯
科
医

師
会
、
愛
媛
大
学
医
学
部
附
属

病
院
、
愛
媛
医
療
セ
ン
タ
ー
な

ど
関
係
機
関
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
市
民
を
対
象

と
し
た「
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
防
災
士
の
育

成
に
も
注
力
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
地
域
の
防
災
力

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

  

持
続
可
能
な
子
育
て
支
援
や

      

障
が
い
者
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
の

      

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り  

　
子
ど
も
子
育
て
支
援
は
、
人

口
減
少
対
策
と
し
て
極
め
て

重
要
な
施
策
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
、
県
と
連
携

し
て
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
さ
ら
に
支
援
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
保
育
所
、

幼
稚
園
の
保
育
環
境
の
整
備
と

質
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
障
が
い
者
福
祉

や
高
齢
者
福
祉
な
ど
の
各
種
施

策
に
も
継
続
し
て
取
り
組
み
、

市
民
の
誰
も
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

　
　
環
境
政
策
の
推
進
に
よ
る

　
　
美
し
い
東
温
市
の
ま
ち
づ
く
り

　
環
境
政
策
で
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
行
う

ほ
か
、
公
共
施
設
の
照
明
設
備

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
進
め
、
消
費
電

力
の
削
減
と
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
抑
制
に
よ
る
環
境
負
荷
の

低
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

で
は
、
重
信
川
の
最
上
流
に
位

置
す
る
本
市
の
役
割
が
、
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
各
種
事
業

を
推
進
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
き
れ
い
な
重
信
川
、
美
し

い
東
温
市
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

　
以
上
、
６
項
目
の
柱
に
加
え
、

農
林
業
、
商
工
観
光
、
教
育
の

振
興
な
ど
、
引
き
続
き
各
種
施

策
を
強
力
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
総
合
計
画
に
よ
る

　
主
要
施
策
の
取
組

　
市
政
推
進
に
当
た
り
、
今
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る「
第
3

次
東
温
市
総
合
計
画
」の
政
策

方
針
に
沿
っ
て
、「
こ
ど
も
」、

「
健
康
」、「
人
づ
く
り
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
新
た
な
取
組
等
の
概

要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
健
康
講
座
」な
ど
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
令
和
6
年
度
に

遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
搭
載
の

「
M
a
a
S
」車
両
を
導
入
し
、

進
め
て
い
る
、「
と
う
お
ん
ス

マ
ー
ト
ヘ
ル
ス
ケ
ア
創
出
事

業
」で
は
、
市
内
公
共
施
設
や
事

業
所
等
で
、
健
康
増
進
事
業
や

介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
内
容
を
充

実
さ
せ
、
市
民
の
健
康
意
識
を

一
層
高
め
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
　
災
害
に
強
い
、
安
全
・
安
心
の

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
今
後
、
高
い
確
率
で
発
生
す

る
と
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
に

備
え
、
昨
年
度
に
は
、
指
定
避

難
所
3
か
所
に「
飲
料
水
兼
用

耐
震
性
貯
水
槽
」、「
空
調
設

備
」、「
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
シ

ス
テ
ム
」を
整
備
し
ま
し
た
。
今

後
も
さ
ら
に
整
備
を
拡
大
し
て

い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
、
地
域
防
災
の
核
と

な
る
自
主
防
災
組
織
へ
の
継
続

的
な
支
援
や
、
地
域
防
災
の

1
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特集 市長施政方針

令和８年度

　私は就任以来、本市のまちづくりで、「合併
後の一体化」と「先人の育てた、住み良い、暮
らしやすい東温市を受け継ぎ、守り育て、さら
に良くして次の世代に渡すこと」を基本理念に、
市民の皆さま、議員の皆さまのご理解、ご協力
をいただきながら、職員と一丸となり、全力で
市政運営に取り組んできました。
　今年度は、「第３次東温市総合計画」のスター
トの年となります。
　全国で人口減少が進む中、今年 1 月には、愛
媛県が県内人口の推計値を下方修正したことが
報じられました。
　こうした中、本市の目標人口は、31,000 人と
総合計画基本構想に盛り込みましたが、人口減
少に少しでも歯止めをかけるため、「“ 地の利 ”
と “ 知の力 ” で 未来を築くまち 東温」をこれか
らの 10 年の将来像として掲げました。

市長施政方針
　令和８年第２回定例会の開会に当たり、新年度の市政運営に対する
基本的な考え方を表明しましたので、ご紹介します。

特 集

　今年度も厳しい財政状況下にありますが、本
市が 10 年後も十分な存在感を示し、市民が誇
りを持ち、より良い環境で住み続けられるまち
となるよう、さらに各種施策を推進し、その「礎」
を築いていきます。

加藤　章
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化
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
　
人
の
つ
な
が
り
で

　
　
未
来
を
拓ひ
ら
く
ま
ち
づ
く
り

　
地
方
創
生
に
関
す
る
総
合
戦

略
の
取
組
で
、
市
内
に
居
住
し

て
い
る「
定
住
人
口
」、
本
市

に
継
続
的
に
関
わ
る「
関
係
人

口
」、
観
光
な
ど
で
来
ら
れ
る

「
交
流
人
口
」の
増
加
を
中
心

と
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
加

え
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

た
め
の「
移
住
定
住
促
進
プ
ラ

ン
」の
策
定
や
、
効
果
的
な
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
や

物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢
の

影
響
に
加
え
、
厳
し
い
財
政
状

況
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
が
、
本
市
の

未
来
に
向
け
て
確
固
た
る「
礎
」

を
築
く
た
め
、各
種
施
策
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
、
誰
も
が
希

望
と
愛
着
を
持
て
る「
温
か
笑
顔

の
東
温
市
」の
実
現
に
向
け
、
全

力
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

市の未来に向けて
確固たる「礎」を築いていく

温か笑顔の東温市
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45

　
　
育
ち
と
学
び
を
支
え
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
「
子
育
て
支
援
の
充
実
」で
は
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

実
施
し
て
い
る「
産
後
ケ
ア
事
業
」

に
つ
い
て
、
現
在
の
宿
泊
型
、
日

帰
り
型
に
加
え
、
訪
問
型
の
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
乳

児
一
般
健
康
診
査
の
対
象
に
1
か

月
児
を
加
え
、
乳
児
の
健
康
的
な

発
育
の
支
援
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
生
後
６
か
月
か
ら
満

３
歳
未
満
の
児
童
を
対
象
に
、

市
立
保
育
所
に
お
い
て
月
10
時

間
の
利
用
可
能
枠
の
中
で
就
労

条
件
を
問
わ
ず
利
用
で
き
る「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」を
開
始

し
、
同
事
業
を
実
施
す
る
施
設

に
も
支
援
給
付
を
行
い
ま
す
。

　
次
に
、「
学
校
教
育
の
充
実
」で

は
、
学
校
等
施
設
長
寿
命
化
個

別
計
画
に
基
づ
き
、
上
林
小
学
校

屋
内
運
動
場
長
寿
命
化
改
修
工

事
や
川
上
小
学
校
屋
外
ト
イ
レ
等

改
修
工
事
を
行
い
、
更
新
費
用
の

縮
減
と
平
準
化
を
図
り
な
が
ら
、

教
育
環
境
を
整
備
す
る
ほ
か
、
老

朽
化
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

厨
房
機
器
を
、
計
画
的
に
修
繕

や
更
新
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

推
進
」で
は
、
東
温
ス
ポ
ー
ツ

フ
ィ
ー
ル
ド
を
含
む
体
育
施
設

な
ど
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
や
コ

ン
ビ
ニ
決
済
対
応
の
新
た
な
公

共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
市
内
外
の
人
が
利
用
し
や

す
い
環
境
を
整
え
、
交
流
人
口

の
増
加
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
　
安
全
・
安
心
が
守
ら
れ
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
「
防
災
・
減
災
対
策
の
充
実
」で

は
、
国
や
県
の
防
災
計
画
の
改
定

に
合
わ
せ
て「
東
温
市
地
域
防
災

計
画
」を
改
定
し
ま
す
。
こ
の
改

定
に
よ
り
、
最
新
の
知
見
を
踏
ま

え
た
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
し
、

市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
繋

げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
、
本
市
が
開
催

地
と
な
る「
県
総
合
防
災
訓
練
」で

は
、
大
規
模
災
害
に
お
け
る
市
民
、

自
主
防
災
組
織
及
び
民
間
協
力
団

体
の
連
携
強
化
を
図
り
、
実
り
の

あ
る
訓
練
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
次
に
、「
消
防
体
制
の
強
化
」で

は
、
は
し
ご
自
動
車
の
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
や
陽
圧
式
化
学
防
護
服
の

更
新
を
行
い
、
高
層
建
物
火
災
や

特
殊
災
害
へ
の
対
応
を
強
化
す
る

ほ
か
、
救
急
業
務
の
円
滑
化
を
図

る
た
め
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
活
用

し
医
療
情
報
を
把
握
す
る「
マ
イ
ナ

救
急
事
業
」を
開
始
し
、
救
急
体

制
の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
防
犯
対
策
強
化
の

た
め
、
小
、
中
学
校
へ
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を
順
次
進
め
ま
す
。

　
　
誰
も
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
「
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の

推
進
」で
は
、
1
歳
未
満
で
感
染
す

る
と
重
症
化
し
や
す
い
と
さ
れ
て

い
る
R
S
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
予

防
す
る
た
め
、
新
た
に
妊
婦
、
新

生
児
、
乳
児
に
ワ
ク
チ
ン
等
接
種

費
用
の
助
成
を
開
始
す
る
な
ど
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
市
民

の
健
康
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
地
域
福
祉
体
制
づ
く

り
の
推
進
」で
は
、
現
在
の「
地
域

福
祉
計
画
」が
今
年
度
で
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
次
期
計
画
の
策

定
を
進
め
、
誰
も
が
支
え
合
い
、

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
地
域
福
祉
体

制
を
整
え
ま
す
。

　
次
に
、「
高
齢
者
・
障
が
い
者

福
祉
の
充
実
」で
は
、
現
在
の「
高

齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
」と「
障
が
い
福
祉
計
画
」

等
が
今
年
度
で
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、次
期
計
画
の
策
定
を
進
め
、

市
民
の
誰
も
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
　
に
ぎ
わ
い
と
活
力
を
育
む

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
「
農
林
業
の
振
興
」で
は
、
米
の
県

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
で
あ
る「
ひ
め
の

凜
」の
優
良
な
種
子
や
苗
の
安
定
的

な
供
給
が
行
え
る
よ
う
、
育
苗
関

連
施
設
等
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
既
存
の
林
道
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
な
修
繕
に
よ
り
安
全

な
通
行
の
確
保
と
円
滑
な
森
林

整
備
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、「
雇
用
の
創
出
」で
は
、

川
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
隣
接

す
る 

地
の
利 

を
活
か
し
て
開
発

を
計
画
し
て
い
る
南
方
産
業
団
地

に
つ
い
て
、
用
地
買
収
に
向
け
た

調
査
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
快
適
に
住
み
続
け
ら
れ
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
「
快
適
な
都
市
基
盤
と
住
環
境

づ
く
り
の
推
進
」で
は
、
空
き
家

の
増
加
な
ど
、
市
内
住
宅
情
勢
の

変
化
を
踏
ま
え
、「
市
営
住
宅
長

寿
命
化
計
画
」に
位
置
付
け
る
大

規
模
改
修
や
建
替
の
計
画
を
再

検
討
し
、
実
情
に
合
わ
せ
た
改
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、「
環
境
施
策
の
推
進
」で

は
、
現
在
の「
環
境
基
本
計
画
」が

今
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
次
期

計
画
の
策
定
を
進
め
る
ほ
か
、
県

と
連
携
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
目
標
達
成
の
た
め
の
実
行
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　
次
に
、「
上
下
水
道
等
の
整
備
・

更
新
」で
は
、
現
行
の「
水
道
事
業

ビ
ジ
ョ
ン
」が
、
10
年
の
計
画
期

間
の
中
間
点
で
あ
る
た
め
、
そ
の

評
価
と
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
、「
公
共
下
水
道
全

体
計
画
」と「
事
業
計
画
」は
、
今

年
度
に
目
標
年
次
に
到
達
す
る
た

め
、
次
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
　
心
豊
か
に
つ
な
が
り
合
う

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」で
は
、「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
東
温
市
大
会
」が
、
10

回
目
の
節
目
を
迎
え
る
た
め
、

さ
ら
に
効
果
的
な
運
動
の
啓
発

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、「
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
」で
は
、
現
在
の「
男
女
共

同
参
画
計
画
」が
今
年
度
で
終
了

す
る
こ
と
か
ら
、
次
期
計
画
の

策
定
を
進
め
、
男
女
が
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
、
平
等
に
参
画
で

き
る
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　
　
み
ん
な
で
進
め
る“

オ
ー
ル

　
　
と
う
お
ん 

の
ま
ち
づ
く
り

　
「
協
働
・
共
創
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
」で
は
、
市
民
や
市

民
団
体
の
ほ
か
、
大
学
や
民
間

企
業
な
ど
、
市
内
外
を
問
わ
ず

多
様
な
主
体
が
協
働
し
て
地
域

課
題
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
の
推
進
」で
は
、
証
明
書
の

申
請
や
転
入
・
出
生
な
ど
の
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
手
続

を
、
原
則
署
名
の
み
で
完
了
す

る「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
」を
今
年
1
月
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
効
果
的

に
D
X
を
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、
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務
効
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